
動く橋？ ～渡船場が最も多い区～

数字で見る経済
その8   大正区

スーパーリサーチャー「イノっち」が

　 大阪市24区を斬る
第49回

大正区役所からの所要時間
実際に計測。バス・地下鉄利用。バス・電車の待ち時間を含む。 約50分

大阪産業創造館までの時間距離
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 井上智之（いのうえ さとし）

1970年生まれA型。某シンクタンクで関西の産業振興に関する調査をしていたが、

縁あって大阪都市経済調査会へ。俯瞰的な分析を徹底するクールさと「いつかは

独立したい」というアツイ野心を併せ持つが、泥酔すると昭和歌謡で突然踊り出

す奇怪な一面も。

今回は大阪市大正区を訪問してきました。大阪湾に面し、三方を木津

川、尻無川、岩崎運河に囲まれているため、水運の便がよく、製鉄、造

船など重工業が立地し、臨海工業地帯として発展してきました。大正

区を取り巻く河川には、新造船や工場へ物資を輸送する大型船など

が通行するため、架橋が困難であったことや、通勤通学などの移動需

要があったことなどから、大阪市が「動く橋」として渡船を無料で運航

し、歩行者などへ移動手段を提供してきました。

現在、大阪市は8ヵ所で渡船を運航していますが、そのうち7ヵ所が大

正区にあります（図表1）。渡船には歩行者と自転車が乗船可能で、通

勤通学、買い物、観光など、さまざまな目的で利用されています。

2004年度における大正区での渡船の利用者総数は約163万人（1日

あたりの利用者数は4477人）ですが、利用者は減少傾向にあります（図

表2）。その主な原因として2つ考えることができます。第1に、少子化

による通学者の減少です。大正区、及び渡船で結ばれている隣接3

区（港区、西成区、住之江区）の人口は過去5年間に2～5％減少して

いますが、高校通学者を含む15歳～19歳人口は10％以上減少してい

ます（図表3）。第2に、産業構造転換に伴う事業所従業者数減少によ

る通勤者の減少です。大正区では重工業の大規模工場が閉鎖され

るなど、特に製造業の従業者数が大きく減少しています。渡船で結ば

れている隣接3区でも従業者数は減少していますが、製造業の落ち込

みは特に大正区で顕著となっています（図表3）。

このように利用者が落ち込む中、大阪市では、地域住民に渡船場を

再認識してもらうため、また観光目的など幅広く利用してもらうための

広報活動の一環としてパンフレット「渡船場マップ」を発行しています

（渡船場で入手可能）。こうした取り組みにより、大正区の観光客が

増加し、飲食や購買などの消費が活発になることが期待されます。

大正区は埋立地が多いため平地が多く、渡船を利用する人の90％が

自転車を利用し、毎日約4000台の自転車が渡船場を行き来しています。

また、幹線道路には自転車通行帯が整備されています。こうした特徴

を活かして、例えば渡船場周辺で待ち時間に自転車をメンテナンスす

るサービス事業や、大正駅付近にレンタサイクルの拠点を設け、渡船

を活用したサイクリングコースを開発して観光客を増加させる事業な

ど、自転車関連のビジネスチャンスがあるかもしれません（図表2）。

ちなみに私は「渡船場マップ」を手に、自転車で「大正区役所→②往

復→③→⑦→⑧→⑥→平尾商店街（昼食）→⑤→④→区役所（図

表1）」というルートを4時間半で走破しました（祝日に実行。昼食時間

を含む）。

資料：大阪市建設局、港湾局より作成

※1：往復する場合は往路、復路が別々に計算される

※2：1日あたり利用者数は年度総数を運行日数（364日、1月1日休航）で除し

　　て算出した。⑧木津川渡船場のみ362日（1月1日～3日休航）。

 大正区計 【②～⑧】
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【図表2】渡船の利用者数
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資料：国土地理協会『住民基本台帳人口要覧』、総務省『事業所・企業統計調査』より作成資料：大阪市建設局ホームページ
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【図表3】大正区周辺の人口と民営事業所従業者数の推移【図表1】現在運行中の渡船場
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